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Community work－based activities for mentally disabled people.
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Abstract
S o c i a lw o r kis generally dividedi n t od i r e c ta s s i s t a n c ea  di n d i r e c ta s s i s t a n c e .I the
f i e l dof mentalh e a l t hwe l f a r e ,d i r e c tass i s t a n c eis v ry helpful.H o w e v e r ,in recent years
indirect assistance has proven to be more useful toc m m u n i t ywor k .In p a r t i c u l a r ,w h e n
mentally ill peopleneed helpsocial workers need to collaborate with social resourcecitizen groups.
However, access to social resources is quantitatively and qualitatively less for the mentally ill,
compared with who have the other part of medical impairments. I propose a civic actionp l a nt o
strengthensocialresourcesin community-basedmentalhealthwork.
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はじめに
「精神保健福祉分野で、いま解決が最も迫られている
中心軸は何か」１）という問いが田中から提示されている。
また、その著書の中に「社会福祉の大方の理解は、社会
的原因（社会責任）の存在を背景に、社会生活上の困難、
不自由、不利益を被り、ないしは社会関係的疎外状況に
置かれた人々（社会障害）を対象とした総合的なヒュー
マンサービスとそのシステムであるとみなしている」２）
と述べている。このことは精神障害者の生活問題は社会
のシステムなどが複雑に絡み合って起こっているとし、
総合的な対人援助サービスを構築することが重要である
と考えられる。さらに「つまり個人の努力では解決が困
難な生活問題に対する社会組織的な方策であり、社会福
祉の目的は、人々の自立と社会的統合に置かれている」
３）というソーシャル的な働きかけが重要と記述してい
る。所謂、コミュニティワーク活動を指している。この
著書の中でコミュニティワークとコミュニティソーシャ
ルワークの違いは明確に記述されていないが、コミュニ
ティソーシャルワークは個々のニーズに対応し、サービ
ス開拓を重視した統合的なソーシャルワーク実践モデル
としている。
精神保健福祉領域の課題解決を行う専門職の一つとし
て精神保健福祉士がある。1 9 9 7年に成立した精神保健
福祉士法により法律では精神保健福祉士が精神障害者の
福祉とりわけ社会復帰のための相談や援助を行うものと
して位置づけがなされた。では、精神保健福祉士は何を
する職種なのか説明する。法的な側面から精神保健福祉
士の業務を見ていく。精神保健福祉士法第2条には「こ
の法律において精神保健福祉士とは、…精神病院その他
の医療施設において精神障害の医療を受け、又は精神障
害者の社会復帰の促進を図ることを目的とする施設を利
用している者の社会復帰に関する相談に応じ、助言、指
導、日常生活への適応のために必要な訓練その他の援助
…」と謳われている。ここでは、「その他の援助」に着
目したい。援助の意味であるが広辞苑では「人を助ける
こと」と記されている。精神保健福祉士は社会福祉専門
職の一つであり、ソーシャルワークが基盤である。上記
のことを考えればソーシャルワークとは福祉実践の総称
であり、人を助けるための実践に他ならない。さらにソ
ーシャルワークの対象レベルは３領域に分けられる。①
ミクロレベルといわれる個人や家族などを対象にしたソ
ーシャルワーク、②メゾレベルといわれる施設や機関内
の社会福祉運営管理法等のソーシャルワーク、③マクロ
レベルといわれる地域社会を支援していくソーシャルワ
ークである。精神障害者の社会参加の課題は様々な切り
口で語られている。疾病の難治性から制度政策の課題ま
で幅広く解決しなければならない問題を多く含んでい
る。精神保健福祉領域のソーシャルワークからのアプロ
ーチでは、主に直接援助技術と呼ばれるケースワークと
グループワークが主流だった。しかしながら、全米ソー
シャルワーカー協会（N A S W ）の定義では、「ソーシャ
ルワークは、専門家として個人、グループ、地域社会に
関わり、その潜在的な能力を引き出し、社会生活を送り
やすくする援助をしたり、より快適な生活が送れるよう
な社会環境を創り上げていくことをめざす活動である」
と示している。特に「社会環境を創り上げる」という言
葉に注目する。精神保健福祉分野のソーシャルワーク活
動で手薄な領域はまさにこの分野である。この言葉の意
味するところは、地域援助活動でありコミュニティワー
クである。先駆的活動としては、埼玉県のやどかりの里
活動（１）などがある。
延岡市における精神保健福祉の課題では、延岡保健所
がおこなった地域保健推進特別事業の報告書（２）の中で
いくつか問題が提起されている。例えば、ピアサポート
の育成や住居の問題などの解決が必要と報告書に述べら
れている。これらの課題については、漸次、課題解決に
向けた取り組みが行われているところである。
また、一方では支援するマンパワーの少なさから充分
なサポートが得られない状況に陥っている。「人は人に
よって傷つくけれど、人は人の中で癒される」４）という
本のタイトルにもあるように精神障害者も人間であり、
ある意味、人からの影響を受けて前向きになったり、意
欲をもつことができる可能性を秘めている。だからこそ
人との交流である一般市民ボランティアとの接触や体験
が生活の幅を広げ、深め、人生を豊かにしてくれるので
はないか。そのような関わりが福祉でいうw e l l - b e i n g
という言葉に繋がっている。さらには、一般市民の精神
保健福祉に寄せる関心は高まっているしボランティア活
動に対する意欲も高い。
これらの状況を踏まえて地域活動を行っている筆者が
ソーシャルワーク実践のコミュニティワークをおこなっ
た経過を報告する。さらにその実践報告から市民団体の
課題解決の方法について探りたい。
コミュニティワークとは
日本における精神障害者のコミュニティワークの歴史
は、社会福祉援助技術の中でも最も新しい領域といえる。
精神保健福祉領域におけるコミュニティワークは、ソー
シャルケースワークやソーシャルグループワーク同様に
極めて重要な援助技術である。
最初にケースワークとはどんな援助技術なのか述べた
い。今日までにさまざまな人によってケースワークの定
義が試みられてきた。代表されるひとりM・リッチモン
ドの定義を紹介したい。
M・リッチモンドは「ケースワークの母」と呼ばれて
いる。彼女の定義によれば、「ソーシャルケースワーク
とは、人間とその社会環境との間を個別に、意識的に調
整することを通してパーソナリティーを発達させる諸過
程から成り立っている」5）としている。さらに詳しく説
明する。定義の中に「人間とその社会環境の間」という
文言がある。人間は社会環境の中で自らのポジションを
作りながら生きている。ある意味自分の居場所を快適に
作ろうとする力を人は持ち合わせている。これは環境を
操作しながら生活することができる能力をもっていると
いうことになる。しかしながら、主体的に環境を変えて
いくことは、簡単にはできない。一般には環境に順応し
ていくことが求められる。クライエントと呼ばれる精神
障害者は生活のしづらさや生活破綻をきたしている者が
多い。わかりやすく言えば、社会環境と不調和な状態と
いえる。単にクライエントを社会環境に適応すれば済む
問題ではなく、クライエントと社会環境の両方に働きか
けることが必要になる。社会福祉は様々な捉え方がある
が、ここでは｢幸せな状態をつくること｣６）と定義する。
例えば、ある精神障害者が生活費に困って苦しんでいる。
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精神障害者自身に働きかけることと社会福祉制度に働き
かけることを意味している。
コミュニティワークは社会福祉援助技術の一つであ
る。コミュニティワークの定義に関しては、イギリスの
ブリスコーが次のように述べている。「コミュニティワ
ークは、人々の自然環境と組織的環境が人々の福祉を高
めたり、妨げたりする点に焦点を当て、それによって同
じ地域社会に生活する個人や集団の相互作用を増進させ
ようとする一つの方法である」。７）コミュニティワーク
の目的は、「多彩な生活問題に対応し、困窮を緩和し、
希望と価値を実現していく資源、サービス、機会を強化
することによって社会生活機能を促進させる地域社会の
力を強めることである」８）としている。例えば、延岡市
で行われている精神保健福祉の組織的環境の一つとして
延岡の地域活動支援センターがある。そこを利用してい
る利用者の方々が自らの生活を高めたりすることやその
生活の質の向上ことを妨げたりすることに解決の焦点を
合わせる。さらに、延岡市民とこのセンターの利用者や
職員の関わりを積極的に創ることでより豊かになれると
解される。援助技術のプロセスでは、 ①問題の明確化、
②問題解決への計画策定、③対策行動の展開、④評価と
いう流れに沿ったコミュニティワークがある。これらの
援助のプロセスに沿った型で実践すれば、コミュニティ
ワークの目的は達成される。
市民団体「延岡精神保健福祉をすすめる会」とは
市民団体「延岡精神保健福祉をすすめる会」（以下、
すすめる会という）について説明する。筆者は、そもそ
も延岡市民が市民レベルで精神保健福祉のことを論じる
ことがない状況にあり、さらに一般的に精神保健福祉そ
のものがわかりにくく閉鎖性をもった領域であったと感
じていた。どこの地域でも普通に云われている精神保健
福祉の課題を抱えている。例えば精神科病院から退院後
の就労支援や住居等の問題などの福祉サービスがあり、
より決め細やかに考えれば対人援助をおこなう人の問題
がある。ここで言う人の問題とは、専門職として精神障
害者を支援する人の少なさである。それに加えて、一般
市民のボランティアとしての人間的な触れ合いのことで
ある。しかしながら、一方では精神保健福祉の行き詰ま
りを抱え見通しの立たない中で地道に行政機関や保健所
をはじめ問題解決に取り組んできた歴史もある。さらに
は、福祉分野では当たり前となっている自助グループ活
動も行われそれなりの成果がある。
その地域の精神保健福祉の課題を公の機関のみに解決
策を求めることには限界があろう。やはりそこに住む市
民が「できること」「できそうなこと」を一緒に考える。
知恵を出すという場を創ることが大切ではないか。筆者
は、長年精神保健福祉の分野で仕事をしてしかも、数年
であるが市民活動にも参加したことがある。このため一
般市民と協働する形で上記の課題等を論じたり、提言し
たりすることが必要ではないかと考えた。
そのためにはまず、精神保健福祉の課題や問題を話し
合う組織を作ることが必要である。同志を集めることか
ら始まった。人を集める時の広報の仕方が大切である。
広く市民に周知できるかにかかっている。これは、多様
な考え方をもつ市民に参加していただくことが何よりも
重要である。まずは地方の新聞に「延岡精神保健福祉を
すすめる会」（以下、すすめる会という）という名称を
掲げて募集を行ったところ、筆者を含め8名が市民活動
として活動したいという意思表示があった。会員となる
メンバーの詳しいプロフィールは省略するが、市議会議
員をはじめ大学教員、作業療法士、心理療法士、などの
職業を持っておられる方々が市民活動に意欲を示してい
ただいた。すすめる会の会則は表１のとおりである。
およそ人が何人か集まり、何かことを起こそうとする
ときはその目的や理念が必要になってくる。
活動の種類は、（１）では「保健」「医療」「福祉」の
増進を図ると掲げた。広辞苑では保健は健康を保つこと、
表1
医療は医術で病気を治すこと、福祉は幸福と記されてい
る。(２)では社会教育の推進を考えている。福祉用語辞
典では学校教育による教育活動でなく、主として青少年
及び成人に対しておこなわれる組織的な教育活動といわ
れている。（３）はまちづくりの推進である。まちづく
りは人づくりであるといわれている。考え方は「健康」
や「文化」の向上を第一義的に謳った。「健康」という
意味は何か人に伝えよう思えば、そのプランの目的やね
らいがあり、対象者がいる。ここでは精神障害者関連の
ボランティア活動を軸とした方向で考えたい。次の章で
具体的な内容に踏み込みたい。（４）は人権擁護を掲げ
た。では、人権（３）とは何かどんな意味が含まれてい
るのか。詳しい説明は辞典に譲り、ソーシャルワーク実
践家が著している本によると人権とは「安心して」「自
信を持って」｢自由に｣９）と記されている。この３つを中
心軸にした活動を展開したいと考えている。もちろん、
定例活動会議の中で具体案は検討される。
精神障害者の支援ボランティア養成講座とは
ボランティアの定義は、「ボランティアとは、個人が自
発的に決意・選択、人間の持っている潜在的能力や日常
生活の質を高め、人間相互の連帯感を高める活動」と云
われている。また、精神保健福祉ボランティアとは、「精
神保健福祉分野において市民の立場から、精神障害者の
自立と社会参加を支援し、共に自己実現とだれもが暮ら
しやすい地域社会づくりに活動する人々を言う」1 0 )と定義
づけがされている。さらには、精神保健福祉ボランティア
講座のねらいは、「人として社会の一員として、他者とり
わけ精神障害を持つ人々とともに、自己の持っている貴
重な時間、技術、労働、いろいろな能力を使ってみたいと
感じている人が、ここで出会い、お互いに啓発しあい、具
体的な社会活動をもつことを目的とします」1 1）という定義
もなされている。筆者が付け加えるならば「ボランティア
実践時には市民活動のリーダー役となり市民の啓蒙啓発
活動の中心的役割を果たすことができる」ともいえるので
はないか。もともと精神保健福祉分野にかかわる人の課
題が存在していた。とりわけ精神障害者に関わるというこ
とは精神医療に関わることになる。精神医療そのものが閉
鎖的でしかも、病気と障害を併せ持ち難治性の疾患とい
う位置づけにあった。このため一般に敷居が高く素人であ
る市民ボランティアが足を踏み入れにくい状況にあった。
しかしながら、最近の精神保健福祉分野の報道や当事
者のカミングアウトといったオープンな情報が市民社会
にも届き、違和感なく関われる状況になったのではない
かと考える。
当初は他の地域と同じ名称を用いた「精神保健福祉ボ
ランティア養成講座」として参加を募り広報をしていた
が、一般市民の方から名称がわかりにくく、『「精神保健
福祉」とは何でしょうか』という質問が出ていた。わか
りやすくするための「精神障害者の支援ボランティア講
座」に名称変更を行う。精神障害者の支援ボランティア
養成講座（以下、講座とする）の目的を掲げるとボラン
ティアを受け入れる側のニーズと市民のニーズを調整
し、解決する役割を担うプログラムの開催である。第1
回講座時では、筆者の研究室と学生が企画、実行し活発
な意見交換もできた（写真１）。
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写真１
表1
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今後の課題
ボランティア講座３年計画という内容のことを著し
ている田中の著者1 1）がある。初年度、２年度、３年度
というように年度ごとにおよそこんなことをクリアしな
ければならないということを例示している。当該講座は、
２年目に当たる。「…ボランティアグループが誕生する
ことを目標にする」1 2）と述べられている。ボランティ
アを実行するメンバーのグループ化が重要な要素として
取り上げられている。講座は始まったばかりである。し
かし、課題は山積している。第１に、プログラムの課題
がある。養成という趣旨から考えるとボランティアをお
こなうための必要最低限の内容を考えるということであ
る。このプログラム一つを考えても充実させるためには
講座修了後、ボランティア体験をした受講生からボラン
ティア活動で困ったことを聞き取り、それに対して手立
てを講ずるということをしなければならない。さらには、
ボランティアを受け入れる施設側からの意見を聞くこと
であろう。これは、ボランティアを受け入れることによ
り施設等の利用者から喜ばれたり、生活に張りが持てる
ようになったりする変化が求められている。ボランティ
アを継続したいという自発性をより強く感じることがで
きるような内容の組み立てが大事であろう。
４回シリーズで修了という内容で良いのかという疑問
が残る。それは、受講生のプロフィールを充分につかみ
それに応えられるようなプログラムにしていかなければ
ならないと考えるからである。実施プログラム内容を見
てもらったらわかるように精神障害者の病気の知識と関
わり方を教授する専門家からの講義が存在しないことで
ある。加えて、現場体験の場が設定されていない。さら
には、受講生と個別面談など行ない、ボランティア先の
施設へ繋ぐというコーディネーターの機能が講座の中で
行われていない。
原因はボランティアを受け入れる施設との調整や連携
が充分におこなわれていない実情にある。ボランティア
のニーズと施設側のニーズをつかみ、ミスマッチしない
ような配慮を行うことこそ重要な役割の一つだ。また、
受講生自身を活かすという視点で自分を見つめる、振り
返る、自己洞察することができるプログラムがもう少し
必要かもしれない。
受講生の中には「精神保健福祉の現状をはじめて知っ
た」、「精神障害者が人口の約1％という数値を知り驚い
た」などの意見を頂戴し、まずは地域の精神保健福祉の
課題を知る市民をひとりでも多くの方に伝えられ、そこ
から新たな動きへと繋がってほしい。
註
（１）やどかりの里活動は、民間の地域生活支援活動の
実践ではオピニオンリーダー的存在である。インターネ
ットで組織図など公開し、8部門に分かれた活動を積極
的におこなっている。
（２）地域保健推進特別事業の中で延岡保健所が「精神
障害者の地域生活支援事業」（平成1 5年～平成1 7年）を
行ない、この事業の中から①精神障害者のまちづくり支
援会議、②精神障害者ピアサポートワークショップの開
催、③障害者支援マップの作成などを中心とした活動を
おこした。現在もこの事業は継続して続いている。
（３）人権は、有斐閣「現代社会福祉辞典」では、基本的
人権の項目で解説している。「人が生まれながらに当然に有
する権利とされるもの。人権、あるいは基本権ともいう」。
基本的人権の考え方は、「人間は生まれながらにして自由・
平等であり、この生得の権利はいかなる政府も侵害しえな
い」とする、1 7世紀から1 8世紀の自然権の思想を基礎と
して形成され、1 7 7 6年の米国の独立宣言、8 9年のフラン
スの「人権宣言」などで具現された。
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